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国際ロータリー第2750地区多摩東グルーブ

東京多摩ブリTンロータgJ―・クラブ

脚eekly Rettort
― 手を賞そう1そ して強く握ろう!

◎司会

◎点館

◎お客様紹介

朝日新聞論説主幹

同山西南RC

◎兼

会長 大 松 統 ニ

若官 啓 文 様

椎原 裕工 様

会長 大松 誠二

1、勿奪商工会議所、夕李青年会議所、勿吉中央警察署

の新午会に出席の作

2、下半期の方針 ― クラブ本仕の充実

会員増強、例会の充実、親産活動等について

3、セバスチャン サ ルガド写真展について

◎幹事報告           幹 事 藤 本 吉 文

1、 1月 2日大松会長のご尊父様 ご 逝去に関しクラブ

より呑料及び献花をした件

2、下半期会費納人請求の件

3 元 米 費 学生 (ツン ミ ンヨンさん)等  各 方面か

らクラブ宛の年賀状を頂いた件

4 ロ ータリー情報最新版を希望者される方は事務局

苑にお中込下さい

5 2月 4日 の例会場変更の作

当ホテルの都合によリウェル ナ ンピア多F_tに変更

致しまi

◎次年度会務報告 次年度会長 菊 池  敏

本国例会後、事務局にて被選理事会を開得する件

◎Fl―タリーソング 「それてこそロータリーJ
ソングリーダー 菊池  敏

却 多口時扉拾 卜43京 王フラザホテル多摩561号
TEL 042(372)6463 FAX 042(3フ 2)649]

●mailtamagreCce‖o ocn nojp

【委員会報告】

◎出席報告        出 席委員会 イ珠   正

会員総数    44名

出席義務者数  43名 (」」席免除者 2名)

出席者教    36名

大席者攻     7名 伯輸iMUl名 )

出席孝  86 05比

久 席 者 :赤に 恭 私 萩生回茂夫、平野 行 度、

正房 正 孝、十J白  千口慶、高野 範 放、

高井 民 Hl

補填MU:赤 尾 木 雄 ソ 13 東 京多摩RC

◎ニコニコBOX   報 嵯店動委員会 官 村  宏

大松 誠 二 会 員の皆さん、今年もよろしくお願い致し

まi朝 日新聞の若宮様、卓話よろしく.

藤本 吉 文 若 宮様の卓話楽しみですt口 中さん、写真

ありがとうございま,■

関同 俊 工 本 年初めての例会出席で先 皆様、木年t】

よろしくお願い致しま丸

萩生回政由 新 年明けましておめでとうございま坑

藤原 止 範 若宮様、車話楽しみにしていまi

t持 】範 今 日は保護司会との会議同H寺で時々中座し

まi

杉野割呆十 お 寒いで■A雪 が降らなくて嬉しいで
ヤ
キ

北村 も ラ 若 官論説主幹の熱 、楽しみでi

伊澤ケイ子 ク リスマス例会ご協力頂き楽しい会になり

ました.あ りがとうございました〔 (避く

なりました )

根本 茉 千 先 過8ク ラブ合同例会で昨年に続いてビン

ゴのトップ、 しかもバーフェクトでした.

今年も早々運を使い切つた其うでi

■村  宏  朝 日新聞論説主幹、にしい中、卓話ありが

とうございまう1皆 様 年 賀状、大変わり

SAA委 員会 J林   正

会長 大松 誠 ニ

[例会場]京 =フ うすホテル多摩 たまつばさ4膳

[例会日]● 毎遺水曜日12!30 ● 月の最終例会】830

[会 長 ]大 松醸= 障  司 藤本吉文

〔クラフ会報壊員長]赤 尾泰樫 [劇 委員長]正 房正幸

[委 員 ]遠 醸二閣 平野行辰 に伯和康 湾"昇 高木淳光 由キ民司 J 日ヽ豪壊

再生lRll円



がとうございました。喪中でしたので失礼

致しました。

の合計¥17, 000(累 計¥508,998)

◎SAA委 員会

欠稲 及び団 連絡の願

◎国際奉仕委員会

委員長 根 本 乗守

委員長 首沢 洋 彰

例会後、国際大会出席に関して打合会開催の件

◎Er2レフ同好会            村 上  久

12月 8日開催、3RC合 同チャツティーゴルフコンペ

の決算報告

◎卓籍     朝 日新耐臨耐庄幹 若宮 啓文 様

『イラク派遣と日刺

開国以来の歴史的状況及び戦後の日本の国際貢歳

自徹隊派遣には世論が三分されている現伏七 日本の特

性を考え、国際貢献のあり方については慎重を期すべ

きであり、イラク自治政権の早期発足を望む七

戦争とメディアの役割を難 はこ考えている昨今である

こと。(録音資料は事翔副こ保管)

会長 大松 誠ニ

(例会担当 :遠藤 摯 じ

例会前の規□武景

◎点鐘



1月1ま「コータリー理解推進月間です」

――マジイアベRI会 長メンセ~ジ よリーー

1月は 新 しい年を迎えるとともに、ロータリー、そ

してロータリーが包含する多くの文化についてあらため

て学ぶ機会をもたらしまi

ロータリーを学ぶために費やされる時間は、未来への

投資て丸 ロータリーに指迎している会員は、その知識

でほかのロータリアンを啓発し、会員になることの意味

を伝えることによって、ロータリアンでない人をつなぐ

ことができまi

私は、今月、ロータリーについてさらに学ぶことを皆

さんにお願いしまi私 たちがロータリーの歴史とその

春仕の伝統を心から理解したとき、新会員をlrpぇること

に、そして地域社会で、世界中で手を貸すことに、確か

な備えをすることができるので'ネ

国際ロータリー (RI)は ロータリーの計画、政策や国1妹

社会での活動の認知度を高めるのと下fILを実行する為に、

年行に代表者を指名し 国 際的機関の役員や賊員と定期

的に会合をイ〒つておりまi

●共通の関心事や協力の可能性がある分野の討議

●ロータリーの計画を話機関に伝達

●諸機関の活動状況 現地での協力の可能性 情報収集

RIは 下記の詔機関に代表者を指名しております。

※国連ニューヨーク事務所 llNN101

ロータリーは」連内にニューヨーク事務所を持ち ロ ー

タツーのボランテイアが局=在 しており、ユニセ7

(ぶTαF)、ユニフェム(NIFFll)、とエコンクmm並 )

を合む国連の話機関の会議¶佳事に出席しまi

※国連ジェネープ事務所 Om
ロータリーの代表者はジュネーヴに在る日隣保健機関

(M10)、国際労働機 (I[0、国蚊 高等弁務自lt■lCR)

を含む国連の話機関と連絡を維持しま,■

※国連ウイーン事務所 岬 S

1984年以来 ウイーンのロータリー代表者は棄物榊村

青少年、者野市に関する切付問機関と活動をしておりま

i

※脚‖‖譲 lC・El

RIは ,1995年 に欧州の機関との協力強化の為,囲 ‖評

議会と公式に連携を開始し、CoEを 週じてロータリーの

1(夫者は精力的に向 ‖内の有カメンバーとロータリーの

仕事についての情報を分かち合い、ロータリーの代表者

が評議会のN∞委員会に活動的に参加しておりま
ヤ
i

※国連教育科学文化機関 ltINESCOl

ロータリーとユネスコとの関係!ま、国際間に文化と教育

の交流を促した 1弧3年 のロンドン ロ ータリー大会に

湖り、ロータリーが数十q司 も支援してきたのと同じ日

的を持つユネスコ設ヤの起動力となりました.最 近ロー

タツーが平和及び紛争解決の為の国際問題研究を火羊に

設置したのは、世界TTEと 相互理解を最終中的とするユ

ネスコの日標と合致するものでi

※国連鋼 鞠 関RSと 世姉 画 lpl

1997年以来ロータリーは資料理布 創鮒救済と持続可

能な農業を通じて飢餓昨減を共通目的とする融0と lTP

と公式な関係を維持しておりまi

※車 目視]側 〕 と国連メd司目士センター OMS

1990年代末に、RIは 長期的で継続可能なプロジェクト

を通じて環境関連と居仕地問題への期志支援する為に

抑研 とtNttsと公式な割系を結びました

※アフリカ連合 14tllとアフリカ統一機関

1997年にRIは 最初のアフリカ外のN30と してアフリカ

統一機構と公式な関係を樹立しましナL ttUと ロータリ
ーが一緒にアフリカの保健、教育、家族計画 シ ェルタ
ーのような主要な問題に取り榊みましr RIは 新しく

編成されたrttとの協力を期待しておりま|■

※蜘 m)

RIは 1997年に経抑文長、省困減少のイBと と環境保全ヘ

の努力に力を合わせる為に、世界貿 iと公式な剛系をイ占

びました.

※米州機構 10 4 )

1977年 に国際ロータリーの代表者ネットワークをラテ

ン ア メリカとカリブ海を含F」tLAに 拡げました

※アジア太平洋経済社会委員会(NAp)

国際ロータリーは 2002年 に非常 こ多様性のあるアジア

と太平洋地岐に焦点を当てる為 こ の地域的な国連機関

に代表者を指名しました.

監修 子 RJW委 員会 2003/5'18

(コーナー担当 :遠藤 u「)

1月27日 は ポールコハリス没後5フ年

1月 27日 を含む1週間は、ポール
ータリーの発展に貢献のあった多く

ハリスをはじめロ

の先人たちを称える

【ロータリー知識】  入 門編

国際ロータリーと他の機関について

(ロータリーの代表者ネットワーク)



「迫 SIB間」で丸

クラブ創立当初、追悼の意を表する 「白いリボンJを 胞

につけて例会に臨んだことを覚えていません力、

ポ■″,/1グスを安々 のかた′ ん だ牙

我が家では、いつもごたごたが絶えなかった。従って、

祖父がヨ牛日のドラッグストアを買つてくれたときは、

父はとても感謝していr_店 はゥォリングフォードから

25マ イクレ (40キ ロ)ほ ど離れた町、フェアーヘブンに

あったが、お陰で家族が一同に再会することができた。

祖父はポール達■家のl■8を も買つてくれたのだった。

万事好調で、父は元気溌刺として楽天家になっ7_

両親が一緒に暮らすようになつて、ガイ、クラウド、

レジナルドと次々に子供が生まれたので、スーおばさん

が移つてきて、専ら子供達の面倒を見ていた ガイは幼

少の折に亡くなり、クラウドは20世 紀初頭にフィツッ

ピンで戦死し一命をアメリカに棒げ亀 レジナルドは丈

夫で、ワイオミン大学の教授になり、第‐次世界大戦で

アメリカ陸章に従章し、のちにカリフォルエアに住んで

い名

フェアーヘプンでは父は檀物の成長期になると畑仕事

に励み じゃがよ イチく 葡萄の収権に精を出したり、

隣のカノリックの神父とお喋りに花を咲力せたりしてい

た。父は畑仕事に精を出せば、生活費が安く済むと計算

していたようだった。

しかし、父がドラッグストアに精を出し、母が家庭を

切り麻りしている間は家庭内は円満だつたが、父がまた

道楽の発明に張り出し、母が家事をお手伝いさ潮任せFこ

して首楽を教えたり、聖歌隊やウェールズ合唱回の指揮

に熱を上十〕台めると、家庭内の空気がおかしくなってき

た。それを集した祖父がタイミングよく忠告してくれる

が、父には効果がなかっ/_

結局、フェアーヘブンの我が家は行き詰まって、また
一
家は離散することになった。フェアーヘブンを去るこ

とになつたポールは、今回もウオリングフォードの懐か

し↓戦が家に迎え入れられた。僅かの間に合計三度も静

で落ち着いた祖父母の家に逃込んだことになつた

ポ‐ レは、父から来た手紙を謝 ユ父がどんな気持ち

力汽掛かりだつた 手紙を読み終わると、肘掛け椅子に

何時間も座ったまま大きな溜目をついたり、すすり泣い

たりしていたが、そんな祖父の姿に胸が痛くなつ亀 ポ
ールはまだ一人前になってはいなかったが、重荷を背負

つている祖父に対し深い同情の念にかられた。

(コーナー担当 :赤尾 恭 雄)

な ブレ,′lr/xを切勢々イみをVご′ 緒 ′古タ

祖父は忍耐強くて、他人や国歌についての悪口は言わ

なかったので、迦所の人臣憎まれたり、嫌われたりした

ことは全くなかつたようだつ亀 もし、非難されるとす

れ,よ 祖父が村の逮営にはあまり力を入れなかったこと

である。祖父は自信があることでも、口下手だつたので、

説明役はジョエル エ インズワースのような能弁家に任

せていF_彼 等はよく研究したことなの力、或成思いつ

きなの力扮かりませんが、何につけても発言したがった

祖父はきちんと税金を納め、そのほかの義務も十分果た

していることで満足し、人を押し分けてまで発言するよ

うなことはなかつた。会合でいがみ合いが始まりそうに

なったり、議論が激しくなってくると、祖父はそつと席

を外した 事の如何を問わず、祖父は議論が告手だつた。

祖父はこういうlV■f8だったので、人と□筆するように

は見えなかつたが、ポールがウォリングフォードに行く

前に或る人と仲違いをして、それが死ぬまで続いた そ

のi目手というのは、事もあろうに一番仲良くしなければ

ならなかったエド、つまり隣のツブおばさんの亭主だっ

た。

ところが、夕台末の悪いことにエドも議論しなければな

らないときでも、黙つて何も言わないような人だった。

もし、この二人のニューイングランド紳士が話し合つて

仲直りしていオロよ 高者の生存中に問題は解決していた

のだが、そううまくはいかなかつた。仲違いしてから半

世紀、ずっとくすぶっていたが、火を噴くまでには至ら

ず、街の中ですれ違っても挨拶もしなかった。
エドの家と我が家の飲み水は、山裾の湧き水を共用の

九太の樋で水溜箱まで引き、そこから両家に分力れてい

た。樋が古くなると時々途中で水漏加が始まり水が出な

くなった 両家にとっては攻難だが、そんな時は、仲の

悪▼地険 とエドは、二人とも現場に急行して水漏れ筒所

を探し、お互い日もきカザにただ黙々と修理に取り組み

ながら感いするほどL手に直した 仕事が終わると、二

人は別々に自分の道具を集め、黙つて道具部屋に収めF_

その間、エドは、バーモント人がやる悪V輝 で、あちら

こちらにペノペッと唾を吐いr_

エ ドは、ポ‐ レやポータレの父には時々当たり散らすこ

とはあつても、祖父のことは一言も日にせず、「眼中にな

しJと いった態度だっ亀

(ヨーナ‐担当 :赤尾 恭 雄)


